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はじめに
「生産性を高めろ」「効率を上げろ」「ムダを省け」「残業は
するな、させるな」

皆さまにとって、聞き飽きた言葉ではありませんか︖
やるべき取り組み、やらなければならない取り組みであるとは、
十分理解されていらっしゃるはず。

『どのような事業者さまも、必ず成果が上がる方法』について、
私が示すことはできません。
でも『何かヒントになること』ならば提示できるのではないか、
と考えます。
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建設業 生産性向上を必要とする背景

一品受注生産であること、重曹下請け構造の業界の特性
・大手がやることで小さな企業でできることは少ない
・業界全体で生産性が低いのだから仕方ない と思っていませんか︖

あきらめてしまっては一人ひとりにかかる労働負
荷が高まり、最悪、離職につながってしまいます。
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建設業の労働生産性
（実質国内総生産／（就業者数×一人当たりの年間総労働時間）
は全産業の平均値より大きく下回っており建設業界は労働生産性が低い業界だと言われてい
ます。



生産性を向上の定義
生産性の【２つの側面】

インプット（労働投入量）

アウトプット（付加価値、生産量）
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生産性 ＝

短時間あたりのアウトプットを最大化する⇛ 効果アップ
今までと同じアウトプットを、より短い時間で行う⇛ 効果アップ



「生産性を向上させる」とは

労働量
原料・材料
労力・手間
電気・ガス
など

建築物・構築物
商品・製品
サービス

インプット アウトプット

インプットは少なく、アウトプットは大きく
（より少ない元手から、より多くの収入を得る）＝ 「儲ける」
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生産性向上
今、なんとかしたい問題は何ですか︖
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長時間労働を
改善したい 賃上げを求め

られている

人手不足の
解消

社員の定着率を
アップしたい

最新の設備投
資で業務効率
化したい



工程管理

ＩＣＴ化

★「生産性向上」の別の切り口︓３要素でとらえる

多能工化生産性向上

……例）現場監視ＷＥＢカメラ
写真管理アプリ
ＷＥＢ会議、ドローン

……例）1日の作業計画どお
りすすめる。 意識改革が

最重要課題︕

社長からの繰り
返しの働きがけ
で社員のモチ
ベーションを
アップする。

……例）1人の作業多く
の工種をこなす。
多様な作業を少
人数でこなす。

※「儲ける」ためには、目先だけでなく長い目で見る必要もあります
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労働生産性について考える
建設業が労働生産性が低い主な要因は一人あたりの
労働時間の短縮が進まないことだと言われています。
労働量に対して人手不足

新規採用したが応募がない人が定着しない。職場
に人が集まらない

人材不足から生まれる現場負担を、採用以外の方法で改
善するアプローチを考えてみよう。
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長時間労働が生まれる



労働生産性について考える
そもそも なぜ生産性が低いのか︖

①現場にいるのは自社職人や協力会社の職人。様々な現場施工
には連携と調整が多く必要なこと

②従来の働き方から脱却できないこと

・受注、施工、竣工に至るまで確認だけでも手間と工数がかかり社内外の関
りも考えると個人のスキルだけではどうしようもないことが多い。
・現場での変更も多く調整に時間がかかる。
・一部の作業工程と現場職人のスケジュールが合わず全行程が遅れてしまう。

・年功序列といった考え方、一定基準のマニュアルもなくそれぞれの現場職人
やり方を見て覚えるといったことになっている。昔からのやり方を見直さず、
考えないで、やり方を踏襲している。

「なぜ︖」を５回繰り返し、現場目線で自社の課題を洗い出そう。
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労働生産性について考える
生産性を高められる３つ方法

３．ITツールの導入

１．徹底した工程管理
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２．スキルの平準化・底上げ



生産性を高められる３つ方法
過大な残業はなぜ起こるのか

②能力や作業量に見合う人員配置ができていない

➂作業順序が合っていない

・各人の能力を適切に把握、能力のレベルアップを図る
・繁閑に合わせた適正人員の確保

・ボトルネック（最も時間・労力を要する作業）は何か︖
・同時にできる作業はないか︖
・順序を入れ替えることはできないか︖
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１．徹底した工程管理
①工程の計画と管理ができていない
・具体的な管理工程計画の立て、工期にあった材料、人材を確実に確保
・全行程と進捗状況を関わる人材が把握する。（クラウドシステムで工程を管理）



生産性を高められる３つ方法
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２．スキルの標準化・底上げ

技術の伝承や特定の人にしかできない属人的な仕事を
なくす環境づくりが必要。
・マニュアル化、助成金を活用してリスキリング。

標準化の基本・・・誰が欠けても変わりに対応ができる人が
いること

・ 建設技能者の能力の見える化（建設キャリアアップシステム）
・ 一人でできる作業の工種を増やす（多能工化）



生産性を高められる３つ方法
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３．ＩＴツールの導入

即効性が高く、導入が簡単ツールを選べば、様々なツール
が提供されており、業務効率化や経営判断のための分析も
できる。

スマホやタブレットなど端末などＩＴ・テクノロジーの力を
使う︕

例）工程計画と進捗状況の管理をクラウドシステム化。クラウドシス
テムを活用、会社と現場で必要なデータをタイムリーに共有する。
勤怠管理システム導入。助成金・補助金を活用。



生産性を高められる３つ方法

２．スキルの平準化・底上げ

３．ITツールの導入

・マニュアルにより業務内容の説明時間の短縮や予習復習の活用で早期業務習得可能
・業務の属人化やばらつきを防ぎ、求められる質を保ちつつ効率的に業務ができる。

・工程管理のクラウドシステムを導入することで、タイムリーな進捗状況を把
握し、適切な指示や他の現場従業員との調整ができるようになる。

・勤怠管理システムを導入し、リアルタイムに残業時間を把握できる。
・マニュアルをＤＸ化すれば常に最新のマニュアルが確認できる。
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３つの方法の効果
１．徹底した工程管理
・月、週、日ごとに徹底した工程管理をすることで時間外労働の抑制になる。
・工程の無駄な時間を省き、休日を確実に取得できることで従業員のモチベーショ
ンがあがる。



生産性向上のヒント集

建設業が多数掲載された事例集。
代表的な助成金を紹介するとと
もに、生産性向上によって労働
時間の削減や、賃金の引上げな
どを行った事例を掲載。
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生産性向上のヒント集

ＩＣＴ施行導入と
多能工化を積極的に
推進し、休みが増え
ワークバランスが向上
した事例



生産性向上のヒント集

代表的な助成金を紹介するとと
もに、生産性向上によって労働
時間の削減や、賃金の引上げな
どを行った事例を掲載。
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「働き方改革推進支援センター」支援事例2023

全国の働き方改革
推進支援センター
が行った、
サポート事例を紹
介。
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働き方改革したいとなったら︕
ぎふ働き方改革推進支援センター

訪問コンサルティング（無料）のご案内
□ 残業をへらしたい
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□ 人手不足を解消したい
□ 最低賃金アップの対応
□ 従業員を定着させたい

□ 助成金・補助金を活用したい
□ 就業規則を見直したい
□ 36協定の作成方法
□ 同一労働同一賃金への対応



解決された事例を探す
（１）公的機関の活用

参考ページのご紹介
ア．生産性向上のヒント集（厚生労働省）
https://www.mhlw.go.jp/content/000935033.pdf

イ．「働き方改革推進支援センター」支援事例2023（厚生労働省）
https://hatarakikatakaikaku.mhlw.go.jp/assets/img/downloa
d/pamphlet_14.pdf

ウ．「J-Net21」（中小企業基盤整備機構）より「生産性を高めたい
https://jnet21.smrj.go.jp/handbook/productivity/index.html
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https://www.mhlw.go.jp/content/000935033.pdf
https://hatarakikatakaikaku.mhlw.go.jp/assets/img/downloa
https://jnet21.smrj.go.jp/handbook/productivity/index.html


解決された事例を探す
（2）公的機関の活用

ネット検索結果は玉石混交
生成ＡＩの回答には誤情報の場合あり

①公的機関のホームページ
・厚生労働省、岐阜労働局
・経済産業省
・中小企業庁、中小企業基盤整備機構
・岐阜県庁
・市役所 など

……“ページ内検索”で「時間外労働」などを入力
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終わりに
「生産性を向上させる」とは、
一言に置き換えるならば「儲ける」となるでしょう。

儲けるためには何をするべきか。
それは、皆さま方の置かれた状況によって異なります。
『どのような事業者さまも、必ず成果が上がる方法』について、
私が示すことはできません。

でも『何かヒントになること』を探す方法はあります。
今回申し上げた内容が、何かご参考いただけたならば幸いです。
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ご清聴ありがとうございました
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